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Figure3錯体形成を利用したヘリックス
ペプチド分子集合体の模式図
金表面上にアミノ基を末端に有するアルキルジスルフィドによる自己集合化単分子膜を形
成し､更にこの基板をBA16Crのエタノール溶液に浸漬した｡表面プラズモン測定より､
ヘリックス構造をとった分子銃長にほぼ相当する厚さの薄膜が形成されていることがわ
かった｡この薄膜をFTlR-RASによって解析したところへリックス軸が基板の垂直方向か
ら280傾いて配向していることがわかった(Figure2)｡これは基板上でアミノ酸NCAの
重合により得られた薄膜､シランやリポ酸を結合したポリペプチドの自己集合化単分子膜
等の他の報告例と比べてはるかに良好に配向している｡一方､末端を保護したBA16Bで
はBA16Crの3分の1程度の膜厚となり､配向もヘリックス軸が基板に対して平行であっ
た｡このことからペプチド配向膜の形成にはペプチドに結合したクラウンエーテルと金表
面に固定化したアミノ基との錯体形成が重要な役割を果たしていることが示された｡
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